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成果

地域の財産の再発見

研究方法の改善

授業力の向上

児童の地域への愛着の深まり

児童がものづくりに興味をもち、楽しめたこと
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大田区の町工場で働く人たちの話を聞いたり教えて
もらったりしてみたいと思う（低学年）

実施前

実施後

肯定的な内容の回答が５ポイント向上



ご清聴
ありがとう
ございました。


